
一
、
は
じ
め
に
 

本
技
術
ノ
ー
ト
は
、
ほ
場
整
備
工
事
の

整
地
工
で
採
用
さ
れ
た
反
転
均
平
工
法
に

つ
い
て
、
紹
介
す
る
も
の
で
す
。 

本
工
事
の
五
箇
谷
地
区
は
、
群
馬
県

の
南
東
部
、
板
倉
町
に
あ
る
谷
田
川
の
八

間
樋
堰
の
近
隣
に
位
置
し
、
古
く
は
瓦
を

造
る
窯
業
に
水
田
の
粘
土
を
使
用
し
て
い

た
、
水
稲
栽
培
が
盛
ん
な
地
区
で
す
。 

工
事
概
要
は
、 

県
営
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
五
箇
谷
地
区
　
第
１
工
区
１
工
事
 

平
成
29
年
９
月
29
日
か
ら
 

平
成
31
年
３
月
25
日
ま
で
 

整
地
工
８
・
８
７
ha
 

管
水
路
工
、
排
水
路
工
、
道
路
工
一

式
と
な
り
ま
す
。 

二
、
反
転
均
平
工
法
に
つ
い
て
 

本
工
法
は
、
農
業
機
械
を
メ
イ
ン
に
用

い
た
新
し
い
整
地
工
法
で
、
現
況
の
田
面

差
が
小
さ
い
ほ
場
で
有
効
で
あ
り
、
平
成

10
年
か
ら
公
共
工
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

現
在
は
、
各
自
治
体
な
ど
で
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

三
、
工
法
の
種
類
 

（
一
）
反
転
均
平
Ⅰ
工
法
 

従
来
の
表
土
扱
い
な
し
工
法
（
突
き
均

し
工
法
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
適
応
の

目
安
は
現
況
の
田
面
差
20
㎝
以
内
と
し
て

い
ま
す
。
耕
区
内
の
全
体
を
レ
ー
ザ
ー
プ

ラ
ウ
に
て
耕
起
し
、
土
壌
を
一
定
程
度
乾

燥
さ
せ
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
て
運
土
・
荒
整
地

を
行
い
、
直
装
式
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
に

て
仕
上
げ
整
地
を
行
い
ま
す
。 

（
二
）
反
転
均
平
Ⅱ
工
法
 

従
来
の
表
土
扱
い
有
り
工
法
に
対
応
し

て
い
ま
す
。 

適
応
の
目
安
は
現
況
の
田
面
差
80
㎝

以
内
と
し
て
い
ま
す
。 

基
本
的
な
作
業
内
容
は
、
Ⅰ
工
法
と

同
様
で
す
が
、
表
土
扱
い
を
す
る
た
め
、

レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ウ
の
施
工
手
順
が
切
土
部

と
盛
土
部
で
違
い
ま
す
。
ま
ず
切
土
部
を

反
転
耕
起
し
、
盛
土
部
に
必
要
な
心
土

を
表
層
に
出
し
ま
す
。
こ
の
心
土
を
盛
土

部
に
運
土
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
切
土
部

は
、
表
土
が
表
層
に
出
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

次
に
盛
土
部
は
心
土
が
被
っ
た
状
態
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
反
転
耕
起
を
行
い
、

表
土
を
表
層
に
出
し
ま
す
。
以
上
で
耕
区
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内
の
表
層
が
す
べ
て
表
土
と
な
り
ま
す
。

仕
上
げ
は
、
Ⅰ
工
法
と
同
様
に
行
い
ま
す
。 

四
、
工
法
の
特
徴
 

（
一
）
低
コ
ス
ト
・
工
期
の
短
縮
 

従
来
の
表
土
扱
い
工
法
は
、
表
土
剥

ぎ
取
り
戻
し
作
業
に
掛
か
る
ブ
ル
ド
ー
ザ

の
作
業
時
間
が
整
地
全
体
の
１
／
２
以
上

を
占
め
て
い
る
た
め
施
工
費
の
縮
減
が
困

難
で
す
が
、
本
工
法
は
、
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ

ウ
に
よ
る
反
転
耕
起
作
業
で
表
土
剥
ぎ
取

り
戻
し
を
代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
幅

な
作
業
時
間
の
短
縮
と
コ
ス
ト
の
縮
減
が

可
能
と
な
り
ま
す
。 

（
二
）
高
い
透
排
水
性
 

本
工
法
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
表
土

は
ぎ
取
り
戻
し
を
行
わ
な
い
た
め
、
土
壌
 

の
練
り
返
し
が
発
生
し
に
く
い
工
法
で
す
。 

こ
の
理
由
と
し
て
、
表
土
直
下
の
基
盤

面
を
直
接
走
行
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

練
り
返
し
の
発
生
に
よ
る
不
透
水
層
の
形

成
の
恐
れ
が
少
な
い
こ
と
や
プ
ラ
ウ
に

よ
っ
て
反
転
さ
れ
た
土
壌
が
一
定
程
度
乾

燥
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て

接
地
圧
の
低
い
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
使
用
に
よ

り
、
機
械
の
過
転
圧
を
防
ぎ
、
水
田
に
お

け
る
麦
・
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
を
生
産
す

る
際
に
も
適
し
た
透
排
水
性
の
ほ
場
を
形

成
で
き
ま
す
。 

（
三
）
高
い
均
平
精
度
 

最
終
的
な
仕
上
げ
整
地
作
業
に
使
用

さ
れ
る
直
装
式
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
は
、

仕
上
げ
面
を
自
動
制
御
で
整
地
し
ま
す
。 

本
工
事
で
の
実
際
の
仕
上
が
り
精
度

は
、
±
２
・
５
㎝
以
内
（
規
格
値
５
・

０
㎝
）
と
良
好
な
精
度
で
引
き
渡
し
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー

プ
ラ
ウ
・
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で
の
施
工

は
自
動
制
御
さ
れ
る
た
め
、
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
熟
練
度
に
左
右
さ
れ
に
く
い

高
精
度
な
仕
上
り
が
期
待
で
き
ま
す
。 

五
、
工
法
の
留
意
点
 

（
一
）
表
土
と
下
層
土
の
混
入
 

プ
ラ
ウ
は
構
造
上
、
約
１
〜
３
割
程
度

の
下
層
土
が
表
土
に
混
入
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
下
層
土
に
礫
層
や
営
農
に
向
か
な

い
土
壌
が
あ
る
場
合
は
、
検
討
が
必
要
と

思
い
ま
す
。 

（
二
）
地
耐
力
低
下
部
の
発
生
 

従
来
工
法
と
異
な
り
、
表
土
直
下
の
基

盤
面
を
直
接
走
行
し
な
い
こ
と
か
ら
、
現

況
で
地
耐
力
の
低
い
箇
所
（
元
々
下
層

が
軟
弱
な
箇
所
）
や
盛
土
厚
が
大
き
い
部

分
（
プ
ラ
ウ
に
よ
る
反
転
が
深
い
箇
所
）

を
転
圧
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
地
元

農
家
か
ら
の
要
望
や
土
質
・
排
水
状
況
等

の
現
場
状
況
か
ら
勘
案
し
て
、
採
用
を
決

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

六
、
お
わ
り
に
 

従
来
工
法
と
比
較
し
て
、
反
転
均
平

工
法
の
最
大
の
特
徴
は
工
事
コ
ス
ト
と
整

地
時
間
を
大
き
く
縮
減
で
き
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
農
家
（
受
益
者
）
に
と
っ

て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

農
家
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
や
農

作
業
の
効
率
化
に
伴
う
農
業
機
械
の
大
型

化
な
ど
、
大
区
画
の
面
整
備
を
行
う
上

で
、
本
工
法
は
、
優
れ
た
工
法
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
新
技

術
・
新
工
法
を
用
い
て
も
、
長
所
・
短

所
が
あ
り
ま
す
。
本
工
事
は
、
事
業
計
画

時
か
ら
農
家
に
工
法
の
説
明
を
実
施
さ
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
工
法
の
特
徴

と
現
場
と
の
整
合
性
を
確
認
し
て
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

我
々
施
工
業
者
も
、
新
工
法
を
十
分
に

理
解
し
、
地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、
よ

り
良
い
品
質
の
現
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
２
０
１
９
年
８
月
受
稿
）

着工前

完成


